
研究内容

①インスタグラムでの啓発活動

③ポスター制作

児童虐待をなくすために

～高校生の私たちができること～













To end child abuse
　~ What we can do as high school students~






②パンフレット制作

はじめに

　日本の児童虐待の現状として、厚生労働

省のデータより2020年度に児童相談所に寄

せられた相談件数は約205,000件で過去最

多だった。また、20代による虐待が一番多

く、10代による虐待も起こっている。

虐待に関する様々な情報を

発信したり、同じ活動して

いる方との情報交換などを

行った。

インスタグラムや病院の方に

意見を頂き改良を重ねた。

対象年齢が子ども

(幼稚園児〜高校生の為)

平仮名を用いる等工夫をした。

市役所や病院での設置

目立つように虐待防止運動の

オレンジリボン運動の象徴

であるオレンジ色の使用した。

パンフレットと同じく

設置場所は病院、市役所
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考察

　議論の結果、私たちは啓発活動として、イ

ンスタグラム(＠clover___one)の開設とパン

フレット、チラシの製作に取り組むことにし

た。そして、現在はインスタグラムで児童虐

待に関する情報の発信をしている。また、大

阪市役所や区役所と連絡を取り、パンフレッ

トやチラシを置いてもらう予定である。今後

は、パンフレット、チラシの設置の効果を調

査し、その結果を踏まえ、それらの改良を積

み重ねていきたい。

今後について

・実際に、市役所にパンフレットやチラシを

　置いたことが啓発活動として一定の効果を

　成し遂げられたのかを調べる。

・啓発活動で世間の児童虐待対応施設に関する

　認知度が向上したうえで、児童虐待対応

　施設の仕事について調べる。そして、より

　迅速に対応出来るように業務内容について

　も研究も行いたい。
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(厚生労働省)


